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1 はじめに 

 

 南山大学外国語学部英米学科では、平成 21年度に、今後 3年間にわたって海外の大学

との積極的な交流を通じて、学生の英語による発信力を高めていく国際プロジェクト「多

文化社会における英語による発信力育成―グローバル時代に活躍するための多元的学士力

向上プログラム―」をスタートさせました。このプロジェクトは、平成 21年度文部科学

省大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム（GP：Good 

Practice 優れた取組）に採択されています。 

 日本人は一般的に自ら主張するということが少なく、さらにそれが外国語である英語と

なると、極端に寡黙になってしまうことが多いように思います。本取組では、国際ワーク

ショップや国際シンポジウム、特別講演会を通じて「実体験に基づく異文化理解」を深め、

自信を持って自らの意見を発信していける学生を育てます。さらに、それらの国際ワーク

ショップや国際シンポジウム、特別講演会はもとより、卒業論文中間発表会も加えて、学

生中心に企画・運営させることによって、企画・運営力も育成し、単に人前で英語が上手

に話せるというのではなく、自ら情報発信の機会を生み出していける学生を育てます。ま

た、大学教育における集大成である卒業論文については、中間発表会の模様の動画と電子

ジャーナル化した卒業論文の両方をインターネットを通じて世界へ発信することによって、

話し言葉と書き言葉の両面で情報発信を行います。このようにグローバル時代に活躍する

ために必要な「総合的な学士力向上」を多元的に目指すプログラム。これが本取組です。 

 本取組には、三つの大きな柱があります。「異文化理解力の育成」、「企画・運営力の

育成」、「情報発信力の育成」がそれで、これらの力をもって、学士力の向上をはかり、

地域社会へ貢献し、また国際社会にも貢献する人材を創出していくことを目指します。こ

れは、私たちの学科が掲げる「多文化共生が進むグローバル社会の第一線で活躍できるよ

う、すぐれた語学力に加え、十分な異文化対応能力と国際理解力を備えた人材を育成する

こと」という目標とも合致しています。 

 本取組の三つの柱についてもう少し詳しく見ていきましょう。まず「異文化理解力の育

成」ですが、海外提携校と連携し、本学および海外で国際ワークショップやシンポジウム

等を行うことによって、実体験に基づく「異文化理解力の育成」を目指します。情報通信

技術の発達によって、海外の研究者、学生と日本に居ながらにしてコミュニケーションを

行うことが可能となりましたが、現在の技術では画面に収まる情報量、インターネットで
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通信することができる範囲での情報の種類に限られており、これはあくまでも補助的なコ

ミュニケーションの手段であると私たちは考えています。モニターを通してではなく、実

際に相手を肌で感じながらコミュケーションを行うという基本に立ち戻り、実体験に基づ

く「異文化理解力の育成」を目指します。また、外国人との交流や海外での体験を通して、

単に頭で覚えた知識だけではない、自らの体験に基づく異文化理解を行うことによって、

真の国際感覚を身につけていきます。 

 次に「企画・運営力の育成」ですが、これは私たちの取組の中で最もユニークな特徴の

一つであると言えるでしょう。本取組では、国際ワークショップ、国際シンポジウム、特

別講演会、卒業論文中間発表会といった様々な行事を行いますが、これらを学生が中心と

なって企画、運営します。こうすることで学生は、単なる受け身的な参加者としてこの取

組に加わるのではなく、実体験を通して本物の企画・運営力を身につけていきます。学生

の企画・運営委員会が定期的に集い、アドバイザー役の GP嘱託講師の助言のもと、効果

的なプレゼンテーションの仕方などについての勉強会を行い、それら普段の活動を通して

得られたアイデアを活かして、国際ワークショップ、国際シンポジウム、特別講演会、卒

業論文中間発表会といった行事を企画・運営していきます。自らの能力を発揮する機会が

与えられるのをただ待っているのではなく、活躍する場所、あるいは活躍できる場所を自

ら創出していける学生を育てることは、これからの教育の中で大きな意義を持っていると

考えています。 

 三つ目の柱である「英語による発信力の育成」は、「英語」で「世界へ発信」がキーワ

ードとなっています。インターネットなどの情報通信技術を活用して情報発信をしても、

それが日本語であるならば理解してくれる人は限定されてしまいます。これを「英語によ

る情報発信」とすることで、世界へ向けての情報発信が可能となります。本取組では、国

際ワークショップ、国際シンポジウム、特別講演会、卒業論文中間発表会、卒業論文執筆

のすべてにおいて英語を使用言語とします。 それぞれの行事に積極的に参加することに

より、話し言葉によるコミュニケーション能力を高める一方、英語で執筆する卒業論文の

作成を通して、書き言葉によるコミュニケーション能力も高めます。学生は、これらの強

化された英語による発信能力を駆使し、インターネット上で公開される卒業論文中間発表

会の模様と電子ジャーナル化された卒業論文を通して、自らの主張を世界へ発信していき

ます。 
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私たちの取組は、これら三つの柱を支えにして「学士力の向上」を目指します。国際経

験豊かな本学科教員の助言のもと、学生の企画・運営委員会が中心となって、学生自らが

世界に向けて情報発信を行っていきます。単に英語力を向上させるだけではなく、専門的

な学識に基づいて自らの意見を英語で発信できるようになることは、学部学生にとっては

大きな挑戦であるに違いありません。しかしながら、「語学の南山」の伝統を守り、長年

高い評価を受けて来た「アメリカ研究」の伝統を引き継ぐ本学科生は、日本の大学生の潜

在能力を最大限に引き出すことを多元的に目指す私たちの「多文化社会における英語によ

る発信力育成」プロジェクトによって、見事に次代を担う若者に成長してくれるものと確

信しています。本報告書は、私たちの 3年にわたる取組の初年度の活動についてまとめた

ものです。ご意見等賜ることができましたら幸いです。 

 

2 活動報告 
 

 本取組の特徴は、学生の企画・運営委員会が中心となって、国際ワークショップ、国際

シンポジウム、特別講演会、卒業論文中間発表会等の行事を企画・運営する点にあります

が、平成 21年度は取組初年度ということもあり、学生の企画・運営委員会を組織した上

で、教員が骨組みを作った行事に学生が参加し、企画・運営の体験を行うインターンシッ

プ的な活動が主な活動となりました。実質的に事業が開始したのは 2009 年 11 月でしたが、

正味 5ヶ月の間に、国際ワークショップを 2回、特別講演会を 2回行い、加えて学生の運

営委員会が中心となって卒業論文中間発表会も行いました。学生の運営委員会のミーティ

ングも初回からすべて英語で行われ、「英語による発信力育成」を目指す本取組にとって、

非常に希望が持てた初年度であったと言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生企画・運営委員会ミーティングにて】 
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2.1 国際ワークショップ 

 

 第 1回国際ワークショップは、2009年 11月 20日（金）に Erin Chung ジョンズ・ホ

プキンス大学准教授、石田訓夫本学客員教授、David Mayer 本学名誉教授をパネリストに

招き、「移民問題を日米比較から考える」をテーマに、すべて英語でワークショップを行

いました。日系ブラジル人、中国人留学生、日本人の 3 名が学生代表質問者として登場し、

それぞれのパネリストに対して英語による質問を行い、活発な質疑応答をリードしました。 
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【学生代表による質問】 

 

 第 2回国際ワークショップは、2009年 12月 15日（火）に Jonas D. Stewart 名古屋

アメリカンセンター館長を招き、“Meet an American Diplomat”と題し、2009年にアメ

リカ合衆国と日本の両国で起きた政治上の CHANGEについて、日米関係の歴史的背景も把

握しながら理解を深めました。アメリカ政治研究およびアメリカ外交研究を専門とする学

生を中心に、すべて英語による質疑応答が行われ、取組 2年目に続く良いワークショップ

のサンプル提示を行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Jonas D. Stewart氏と学生代表】 
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2.2 特別講演会 

 

 第 1回特別講演会は、2010年 1月 18日（月）に Christopher D. Tancredi 慶応義塾

大学言語文化研究所准教授を招き、“Condition B as an Epiphenomenon” と題した言語

学の講演会を開催しました。普遍文法の研究を続ける Tancredi 氏は、生成文法理論の最

新理論を踏まえた分析を提示され、学生の知的好奇心を大いにかき立てました。 



8 
 

 

 

 第 2回特別講演会は、2010年 2月 22日（月）に Bonnie D. Schwartz ハワイ大学教授

および Kamil Ud Deen ハワイ大学准教授を招き、それぞれ “Let's Go on a Hawaiian 

Tour (of Child L2 Acquisition)”、 “Binding in Thai: The Case for Nativism” と

題した言語獲得に関する講演を行った他、学生の理解を助けるために、有元將剛、村杉恵

子本学教授が各講演の前に解説を行いました。この講演会で特筆すべきは、最初に学生代

表が本取組についての概要説明を英語で行ったことで、学生の英語による発信という意味

から、大いなる一歩を踏み出すことができたと言えるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学生代表による本取組の概要説明】 
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2.3 卒業論文中間発表会 

 

 卒業論文中間発表会は、本学科では従来ゼミ単位で行われてきましたが、2008年度に

初めて学科行事として位置づけました。今年度は、学生の企画・運営委員会が主体となっ

て行う本取組の主要な行事のひとつとして、2009年 11月 4日（水）に 5つの教室に分か

れて卒業論文の中間発表を行いました。司会、進行、発表、質疑応答のすべてが英語で行

われ、発表者はパワーポイントによるプレゼンテーションによって自分の専門分野につい

ての発表を行いました。 

 時期的に本取組が本格的な活動を開始したばかりであり、今年度の行事を通した異文化

理解力の育成、企画運営力の育成、情報発信力の育成が十分反映されているとは言えませ

んが、学生はベストを尽くし、次年度に続く立派な卒業論文中間発表会を開催することが

できました。 
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3 情報発信 
 

 本取組は、平成 21年度文部科学省大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育

推進プログラム（GP）に採択されており、補助金を受けた取組として広く社会に成果を還

元する責務を負っていることは言うまでもありません。今年度における情報発信は、Web 

ページ（http://eibei-gp.nanzan-u.ac.jp）ですべての行事の模様を紹介している他、パ

ンフレットの配布、および国際ワークショップ、特別講演会の一般公開によって、広く社

会に私たちの取組について情報を発信してきました。その意味で、第 2 回講演会において、

数名の高校生の参加者もあったことは大変嬉しく思っています。 

 

4 次年度以降に向けて 
 

 平成 22年度は、ディキンソン大学（アメリカ合衆国ペンシルベニア州）とハワイ大学

（同ハワイ州）との交流事業が計画されています。ディキンソン大学とハワイ大学の学生

と共に本学においてワークショップ等を開催し、実体験に基づく異文化理解を深めるとと

もに英語による発信力の強化を図ります。また、これら行事の企画・運営は学生の企画・

運営委員が担当し、教員の支援を受けながら、企画・運営力を高めていきます。 

 今年度はその調査および打ち合わせのために本学科教員が 3月中旬にハワイ大学を訪問

し、マノア校とヒロ校の関係者と今後の事業協力についての協議を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ハワイ大学マノア校にて】 
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【ハワイ大学ヒロ校にて】 

 

 平成 23年度には、本学学生がハワイを訪れ、ワークショップでの発表等の活動を行う

ことが予定されています。今回のハワイ訪問では、平成 23年度に本学学生がハワイを訪

問する際に何らかの形で若者の日米交流の面で役立つことができればと、在ホノルル日本

国総領事館を表敬訪問し、加茂総領事と小澤文化担当領事に本取組の概要の説明を聞いて

いただくことができました。今後継続して協議を重ね、本取組が学士力向上の実りあるプ

ログラムとして機能するだけでなく、新世代の日米交流の契機となることを期待していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【在ホノルル日本国総領事館にて】 
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5 資料 
 

本取組は、岐阜新聞で概要が紹介された他、学内外に広く取組について情報発信するた

めに、配布対象者を考慮して日本語版、英語版の 2種類のパンフレットを用意し、またパ

ネルおよびポスターも作成しました。 

 

5.1 新聞記事 

 

 2009年 11月 15日の岐阜新聞に GPプログラムの取組が掲載されました。 
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5.2 パンフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日本語版パンフレット表面】 
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【日本語版パンフレット裏面】 
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【英語版パンフレット表面】 
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【英語版パンフレット裏面】 
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5.3 パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本取組の概要を示すパネル】 



20 
 

5.4 ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本取組で作成したポスター】 
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事業推進責任者 

 外国語学部英米学科長 鈴木 達也 

英米学科 GP事務局連絡先 

Mail：eibei-gp@nanzan-u.ac.jp 

ホームページ：http://eibei-gp.nanzan-u.ac.jp 

電話：052-832-3278 

FAX：052-832-3279 

mailto:eibei-gp@nanzan-u.ac.jp�
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語学試験（TOEIC）結果 

 

 南山大学外国語学部英米学科の国際プロジェクト「多文化社会における英語による発信

力育成―グローバル時代に活躍するための多元的学士力向上プログラム―」（平成 21年

度文部科学省大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム採択）に

おいて、客観的に学生の英語力を把握することは非常に重要です。本取組では、（財）国

際ビジネスコミュニケーション協会 TOEIC運営委員会が行っている「国際コミュニケーシ

ョン英語能力テスト（TOEIC）」の IPテストを利用しています。本取組は一部の優秀な学

生を対象としたものではなく、本学科の全学生を対象とする取組です。2009年 12月に基

準データを収集するために第 1回目のテストを行いました。2010年度、2012年度も同時

期に全学年（800名）を対象にテストを行い、本取組によってどのようなコミュニケーシ

ョン英語能力の変化があるか分析します。 

 

1 学年別平均点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （  ）内は受験者数を示しており、グラフ上部にある数字が得点を表しています。例

えば、3年生の受験者数は 76名で、リスニングとリーディングの得点を合わせた総合得

点の平均は 713点となっています。 

 今年度は語学テスト実施のアナウンスが遅かったため、高学年になるにしたがって日程

の調整が難しかったのと新型インフルエンザによる影響があったことから、残念ながら 1

年生を除いて受験者数が必ずしも多いとは言えない状況になっています。 
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2  本校入学時の入試形態と得点の関係（回答者 379 名） 

 

 本学の入学試験・審査には一般入試の他、指定校入学審査等さまざまな形態があります。

アンケートを基にそれらの形態別に結果をまとめたのが次のグラフです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外国高等学校等卒業者と帰国生徒推薦の範疇で本学科に入った学生が他に比べてかなり

高い得点を取っている事が分かります。 

 

3 海外経験 

 

 本学科には、一般に「帰国子女」と呼ばれる海外経験のある学生が多数在学しています。

しかしながら、帰国子女を対象にした入学試験の受験資格は一定期間の海外滞在年数を必

要としていますので、海外滞在経験がある学生がすべて帰国子女入試によって入学してい

るわけではありませんのでご注意ください。 

 

3.1  これまでの海外滞在期間と得点の関係（回答者 378名） 

 

 それぞれのグループごとの標本数にかなり大きな違いがありますので、単純に数字を比

較する事はできませんが、やはり 4年以上の海外滞在期間の経験を持つ学生が、他に比べ

てかなり高得点を取っていることが分かります。一方で、海外滞在経験のない学生でも総

合で 700点に迫る得点を取っている点が目を引きます。  

 

352 378 398
457

385 371
440

368

299 309 321 396
291

313
413

314

650
688 719

853

677 684

853

681

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

一般

(194)

指定校

(22)

学園内

(25)

外国高校卒

(10)

カトリック系

(50)

センター利用

(65)

帰国生徒推薦

(2)

編入・転入

転部・転科

(11)

Listening

Reading

Total



 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 これまでの海外滞在期間(学年別)(回答者 378 名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1年生では海外滞在経験が全くない学生が 6割近くいますが、在学中に交換留学、語学

留学等で海外経験をする学生が相当数あります。なお、本学科では、毎年 50〜60名程度

の学生が交換留学制度を利用して留学しています。 

 

4 参考データ 

 

 学生が英語教育で特に力を入れたいと考えている分野とそれぞれの分野を選んだ学生の

平均得点を整理したのが次のグラフです。ここでもスピーキングを重視する学生の数が他

に比べて圧倒的に多くなっており、分析には注意が必要です。 
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英語教育で特に力を入れたい分野（回答者 379名） 

 

  

 最後のグラフは、本学科で開講している英語スキル科目のうち学生が「最も為になる」

と考えている科目を示したもので、ここでも Oral Communicationを回答した学生が圧倒

的に多く、スピーキングを重視する学生が非常に多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語スキル科目のうち「最も為になると思う」もの（回答者 373名） 
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